	特定課題研究計画書　提出期限：2011年4月28日（金）Due on April 28

提出先： takagi@sk.tsukuba.ac.jp 及び secretar@keisei.tsukuba.ac.jp
	日付
	2011年4月28日
	

	指導教員名
	ターンブル先生
	グループ名

（ニックネーム）
	クラウド９
	

	研究題目

(仮題も可)
	日本におけるクラウドコンピューティングの応用の戦略分析
	

	グループ構成員
	

	氏　　　　　名


	学籍番号
	E-mail

アドレス
	役　　割　　分　　担

（研究実施計画に対する分担事項）
	

	（代表者を先頭に）

宋怡

Fungpaisarnpong

Assawin

顧暁冬


	201020626

201020637

201020610
	s1020626@u.tsukuba.ac.jp

s1020637@u.tsukuba.ac.jp

s1020610@u.tsukuba.ac.jp
	クラウドコンピューティングの意識調査

クラウドコンピューティングの実績調査

情報基幹システムの安全性調査


	

	 合計　　　　名
	
	


	研究目的

①研究の背景（着想に至った経緯等）、②研究目的、③この研究（計画）の特色・実践的な点、及び予想される結果と意義、④国内外の関連する研究の中での当該研究の位置付けなど。

	日本におけるクラウドコンピューティング市場の調査

近年、クラウドコンピューティングは多数な企業に注目された。IT部門のコスト削減や企業の新しいビジネス展開などの道具として導入されている。また、今度の関東大震災で数十兆億円の経済損失を被る。そのほか、サーバなどの情報端末の損害によって、保存された情報の紛失も重大な課題になった。地震多発化の日本においての情報安全に対して、クライアント・サーバなどの分散処理によるデータの保存管理では最も合理的な解決策だと考えられた。

この研究の一つ目的としては市場におけるクラウドコンピューティングの状況と企業の管理職の人がクラウドに対する意識を調査します。収集したデータを分析し、現在のクラウドコンピューティングの状況を把握すること。もう一つの目的は、クラウドサービスと情報の安全性の視点から、日本における企業組織の情報基幹システムの取り組みについて検討して、クラウドサービスの応用の必要性を明確したい。




	研究計画・方法

研究目的を達成するための研究計画・方法を、内容と実施時期について具体的に記入。

(何月に何をやるかを書いてください。)
	

	クラウドコンピューティングの意識調査部分

クラウドを導入した企業の経営効率とお客さんの満足度の関係、メリットとデメリットを研究するためにメールもしくは電話で問い合わせ、アンケート調査などを実施する。そして、クラウドを導入した企業のIT部門の管理者にインタービューを実施し、クラウドサービスを使う前後の状況を聞き、例えば企業側の悩みとか、お客さんのニーズと要求とか。アンケートとインタービーによって結論を出す。

クラウドコンピューティングの実績調査部分

クラウドコンピューティングの実績を計測するため、すでに導入した大企業または中小企業をこの研究の対象企業である。提供する企業側の目的、メリット、プロモーションがカスタマーのニーズに合っているかどうかを確認する上、有価証券報告書や決算書などを利用し、企業がクラウドコンピューティングを導入した前と導入した後のIT部門のコストを比較する。また、５−６社を選択し、市場調査を行うことで、有価証券報告書や決算書に登載したデータと実際に起こっているデータまたは導入した企業同士の実績の比較することが可能になる。さらに、選択した企業のクラウドコンピューティングの担当者、関係者、また部外者をクラウドコンピューティングの感想インタービューし、より良くクラウドコンピューティングの方針を把握できると思われる。

情報基幹システムの安全性調査部分

まず自治体、企業組織を対象として、インタービューとアンケート調査を合わせて日本情報基幹システムの取り組みの現状を調べながら、今までの情報報基幹システムの取組みの不足点を確認する。その後、クラウドサービスと現有基幹システムの利得を比較しながら、組織からクラウドへの意見と合わせてクラウドサービスの応用の必要性を明確したい。

５月　　　　先行研究の調べ、情報安全性についてのクラウドサービスの特徴の確認

企業を調べ、収集したデータを分析し、企業を選択する

６月上旬　　インタービュー内容の作成　選択した企業を連絡し、インタービューの申し込みをする

自力でクラウドを開発できる企業組織　2，3社　インタービュー訪問

７月上旬　　自力でクラウドを開発できない企業組織（中小企業）　2，3社　インタービュー訪問

インタービューの内容を基づいて、量的調査内容の作成

８‐１０月　（中小企業）１００社　アンケート調査

１１月　　　調査内容の統計、結果を出す。日本におけるクラウドコンピューティングの現状の確認。クラウドサービスと現有基幹システムの利得を比較しながら、日本におけるクラウドサービス応用の必要性の論証、研究文章の作成


	

	教員記入欄　（学生は記入しないでください。）
	

	　

フィールドワークをちゃんと計画しているので,実現できると思います.

注意点は,クラウド/SaaSがまだ普及していないので,実績データが入手できるかどうかは気になるところです.しかし,学生の強い意向でその難しさの認識とほかのデータや分析を充実する上で計画のスケジュールに充分注意をすることを指示しました.また,国際比較(中国)を考えているが,中国側の協力者との調整がまだできていないので,ほかの研究計画と協力の形の調整がうまくいくと同じアンケート調査を両国で行う可能性は考えています.
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